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第一部 【企業情報】 

第１ 【企業の概況】 

  

 
  

 
(注) １ 当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載

しておりません。 

２ 売上高には消費税等は含まれておりません。 

３ 潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額は、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

４  第33期第３四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」

(企業会計基準第25号  平成22年６月30日)を適用し、遡及処理しております。 

  

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び連結子会社）において営まれている事業

の内容について、重要な変更はありません。 

また、主要な関係会社についても異動はありません。 

  

１ 【主要な経営指標等の推移】

回次
第33期 

第３四半期
連結累計期間

第34期 
第３四半期
連結累計期間

第33期

会計期間
自 平成23年１月１日 
至 平成23年９月30日

自 平成24年１月１日 
至 平成24年９月30日

自 平成23年１月１日 
至 平成23年12月31日

売上高 (千円) 3,166,393 3,842,869 5,068,721 

経常利益 (千円) 510,262 413,538 885,713 

四半期(当期)純利益 (千円) 272,494 235,472 419,709 

四半期包括利益又は 
包括利益 

(千円) 259,121 248,491 389,498 

純資産額 (千円) 7,449,548 7,711,311 7,579,925 

総資産額 (千円) 10,039,760 9,572,361 9,957,019 

１株当たり四半期(当期)純利
益金額 

(円) 46.55 40.23 71.70 

潜在株式調整後１株当たり 
四半期(当期)純利益金額 

(円) ― ― ― 

自己資本比率 (％) 74.2 80.6 76.1 

回次
第33期 

第３四半期
連結会計期間

第34期 
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自 平成23年７月１日 
至 平成23年９月30日

自 平成24年７月１日 
至 平成24年９月30日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 2.29 0.01 

２ 【事業の内容】
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第２ 【事業の状況】 

当第３四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事

項のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書

に記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。 

なお、重要事象等は存在しておりません。 

  

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。 

  

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したもので

あります。 

  
(1) 業績の状況 

当第３四半期連結累計期間における我が国経済は、東日本大震災の復興需要等による緩やかな回復傾

向が見られたものの、欧州債務危機に端を発した世界景気の減速や長期化する円高等を背景として、企

業の生産活動や輸出が減少するなど、弱めの動きが強まってきました。 

一方世界経済は、中国では景気拡大のテンポがやや鈍化しており、米国では弱めの回復テンポが続

き、欧州では景気が弱含むなど、全体として減速の動きが広がるなか、弱い回復基調で推移しました。

このような状況下、当社グループは国内外で積極的な営業活動を展開した結果、業績は概ね期初の見

込み通りに推移しており、売上高は3,842百万円（前年同四半期比21.4％増）となり、利益面につきま

しては、開発要素の高い大口案件等が原価率を押し上げた影響で、営業利益は377百万円（前年同四半

期比18.8％減）、経常利益は413百万円（前年同四半期比19.0％減）、四半期純利益は235百万円（前年

同四半期比13.6％減）となりました。 

なお、当社グループは、モーター用巻線設備の開発、設計・製造、販売を行う単一のセグメントであ

るため、セグメント情報の記載は省略しております。 

  

１ 【事業等のリスク】

２ 【経営上の重要な契約等】

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】
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(2) 財政状態の分析 

（資産） 

流動資産は、前連結会計年度末に比べて4.3％減少し、8,285百万円となりました。これは主に、

現金及び預金が483百万円、商品及び製品が171百万円増加し、受取手形及び売掛金が377百万円、

有価証券（譲渡性預金）が399百万円及び仕掛品が297百万円減少したこと等によるものでありま

す。 

固定資産は、前連結会計年度末に比べて0.7％減少し、1,287百万円となりました。これは主に、

無形固定資産が８百万円及び投資有価証券が８百万円増加し、有形固定資産が20百万円減少したこ

と等によるものであります。 

この結果、総資産は、前連結会計年度末に比べて3.9％減少し、9,572百万円となりました。 

  
（負債） 

流動負債は、前連結会計年度末に比べて25.0％減少し、1,547百万円となりました。これは主

に、未払法人税等が287百万円及び前受金が171百万円減少したこと等によるものであります。 

固定負債は、前連結会計年度末に比べて0.1％減少し、313百万円となりました。 

この結果、負債合計は、前連結会計年度末に比べて21.7％減少し、1,861百万円となりました。 

  
（純資産） 

純資産合計は、前連結会計年度末に比べて1.7％増加し、7,711百万円となりました。これは主

に、四半期純利益の計上等により利益剰余金が118百万円増加したこと等によるものであります。 

  
(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題 

当第３四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な

変更及び新たに生じた課題はありません。 

  

(4) 研究開発活動 

当第３四半期連結累計期間の研究開発費の総額は22百万円であります。なお、当第３四半期連結累

計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。 
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第３ 【提出会社の状況】 

(1) 【株式の総数等】 

① 【株式の総数】 

  

 
  

② 【発行済株式】 

  

 
  

(2) 【新株予約権等の状況】 

  

該当事項はありません。 

  

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】 

  

該当事項はありません。 

  

(4) 【ライツプランの内容】 

  

該当事項はありません。 

  

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】 

  

 
  

１ 【株式等の状況】

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 15,757,600 

計 15,757,600 

種類
第３四半期会計期間末 

現在発行数(株) 
(平成24年９月30日)

提出日現在発行数(株)
(平成24年11月14日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品

取引業協会名
内容

普通株式 6,392,736 6,392,736 
大阪証券取引所 
ＪＡＳＤＡＱ 
(スタンダード)

単元株式数 
100株

計 6,392,736 6,392,736 ― ―

年月日
発行済株式 
総数増減数 

(株)

発行済株式 
総数残高 
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高 
(千円)

資本準備金 
増減額 
(千円)

資本準備金 
残高 
(千円)

平成24年７月１日～ 
平成24年９月30日 

― 6,392,736 ― 1,250,816 ― 1,580,813 
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(6) 【大株主の状況】 

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。 

  

(7) 【議決権の状況】 

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できない

ため、記載することができないことから、直前の基準日（平成24年６月30日）に基づく株主名簿による

記載をしております。 

① 【発行済株式】 

 
  

② 【自己株式等】 

 
  

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動はありません。 

  

   平成24年６月30日現在 

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ― 

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ― 

議決権制限株式(その他) ― ― ― 

完全議決権株式(自己株式等) 
（自己保有株式） 
普通株式  539,000

― ― 

完全議決権株式(その他) 普通株式5,846,400 58,464 ― 

単元未満株式 普通株式    7,336 ― １単元(100株)未満の株式 

発行済株式総数 6,392,736 ― ―

総株主の議決権 ― 58,464 ―

  平成24年６月30日現在 

所有者の氏名 
又は名称

所有者の住所
自己名義 
所有株式数 

(株)

他人名義 
所有株式数 

(株)

所有株式数 
の合計 
(株)

発行済株式 
総数に対する
所有株式数 
の割合(％)

（自己保有株式） 
㈱小田原エンジニアリング 

神奈川県足柄上郡開成町
吉田島4289番地 

539,000 ― 539,000 8.4 

計 ― 539,000 ― 539,000 8.4 

２ 【役員の状況】
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第４ 【経理の状況】 

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成

19年内閣府令第64号)に基づいて作成しております。 

  

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間(平成24年７月

１日から平成24年９月30日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成24年１月１日から平成24年９月30日

まで)に係る四半期連結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けてお

ります。 

  

１.  四半期連結財務諸表の作成方法について

２.  監査証明について
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１【四半期連結財務諸表】 
(1)【四半期連結貸借対照表】 

(単位：千円)

前連結会計年度 
(平成23年12月31日) 

当第３四半期連結会計期間 
(平成24年９月30日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 2,625,259 3,108,442

受取手形及び売掛金 ※  1,155,297 ※  777,421

有価証券 2,712,664 2,312,725

商品及び製品 1,040,486 1,212,225

仕掛品 822,146 524,864

原材料及び貯蔵品 49,532 45,634

未収還付法人税等 7,016 71,164

繰延税金資産 211,254 178,541

その他 37,573 54,846

貸倒引当金 △1,083 △717

流動資産合計 8,660,147 8,285,149

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 861,069 866,962

減価償却累計額 △648,047 △669,105

建物及び構築物（純額） 213,021 197,856

機械装置及び運搬具 653,538 655,154

減価償却累計額 △499,699 △514,753

機械装置及び運搬具（純額） 153,838 140,400

工具、器具及び備品 306,078 317,726

減価償却累計額 △279,797 △280,460

工具、器具及び備品（純額） 26,281 37,265

土地 648,587 645,805

建設仮勘定 3,045 3,045

有形固定資産合計 1,044,773 1,024,374

無形固定資産   

ソフトウエア 37,869 46,318

電話加入権 2,179 2,179

その他 248 235

無形固定資産合計 40,297 48,733

投資その他の資産   

投資有価証券 87,185 95,781

繰延税金資産 107,260 104,004

その他 17,355 14,318

投資その他の資産合計 211,801 214,104

固定資産合計 1,296,872 1,287,212

資産合計 9,957,019 9,572,361
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(単位：千円)

前連結会計年度 
(平成23年12月31日) 

当第３四半期連結会計期間 
(平成24年９月30日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 677,838 588,755

未払金 102,888 91,321

未払法人税等 298,150 10,555

前受金 821,541 650,537

賞与引当金 28,351 106,644

アフターサービス引当金 54,487 61,992

その他 79,470 37,307

流動負債合計 2,062,728 1,547,115

固定負債   

繰延税金負債 421 396

退職給付引当金 43,663 23,687

役員退職慰労引当金 270,280 289,850

固定負債合計 314,365 313,934

負債合計 2,377,094 1,861,050

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,250,816 1,250,816

資本剰余金 1,580,813 1,580,813

利益剰余金 5,395,832 5,514,230

自己株式 △421,072 △421,102

株主資本合計 7,806,389 7,924,757

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 16,282 21,820

繰延ヘッジ損益 295 －

為替換算調整勘定 △243,042 △235,266

その他の包括利益累計額合計 △226,464 △213,445

純資産合計 7,579,925 7,711,311

負債純資産合計 9,957,019 9,572,361
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】 
【四半期連結損益計算書】 
【第３四半期連結累計期間】 

(単位：千円)

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成23年１月１日 
 至 平成23年９月30日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成24年１月１日 
 至 平成24年９月30日) 

売上高 3,166,393 3,842,869

売上原価 2,113,580 2,794,774

売上総利益 1,052,812 1,048,095

販売費及び一般管理費 588,064 670,544

営業利益 464,748 377,551

営業外収益   

受取利息 6,729 6,047

受取配当金 31,960 25,673

その他 7,449 5,033

営業外収益合計 46,139 36,754

営業外費用   

為替差損 625 766

営業外費用合計 625 766

経常利益 510,262 413,538

特別利益   

固定資産売却益 429 3

貸倒引当金戻入額 2,042 －

特別利益合計 2,471 3

特別損失   

固定資産除却損 139 325

減損損失 4,116 3,543

災害義援金等 7,397 －

特別損失合計 11,653 3,868

税金等調整前四半期純利益 501,080 409,673

法人税、住民税及び事業税 283,031 141,121

法人税等調整額 △54,445 33,079

法人税等合計 228,586 174,201

少数株主損益調整前四半期純利益 272,494 235,472

四半期純利益 272,494 235,472
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【四半期連結包括利益計算書】 
【第３四半期連結累計期間】 

(単位：千円)

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成23年１月１日 
 至 平成23年９月30日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成24年１月１日 
 至 平成24年９月30日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 272,494 235,472

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △7,218 5,537

繰延ヘッジ損益 1,949 △295

為替換算調整勘定 △8,103 7,776

その他の包括利益合計 △13,372 13,018

四半期包括利益 259,121 248,491

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 259,121 248,491
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【追加情報】 

  

 
  

  
【注記事項】 

(四半期連結貸借対照表関係) 

※   四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理しておりま

す。なお、当第３四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間

末日満期手形が、四半期連結会計期間末残高に含まれております。 

  

 
  

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係) 

  当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。な

お、第３四半期連結累計期間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりで

あります。 

  

 
  

当第３四半期連結累計期間 
(自  平成24年１月１日  至  平成24年９月30日)

（会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用） 

第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び

誤謬の訂正に関する会計基準」(企業会計基準第24号  平成21年12月４日)及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に

関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第24号  平成21年12月４日)を適用しております。 

 
前連結会計年度 

(平成23年12月31日)
当第３四半期連結会計期間 

(平成24年９月30日)

受取手形 1,817千円 382,766千円 

 
前第３四半期連結累計期間
(自  平成23年１月１日
  至  平成23年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自  平成24年１月１日
  至  平成24年９月30日)

減価償却費 86,093千円 78,080千円 
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(株主資本等関係) 

前第３四半期連結累計期間(自 平成23年１月１日  至 平成23年９月30日) 

１．配当金支払額 

 
(注) １株当たり配当額には特別配当５円を含んでおります。 

  

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計

期間の末日後となるもの 

該当事項はありません。 

  

当第３四半期連結累計期間(自 平成24年１月１日  至 平成24年９月30日) 

１．配当金支払額 

 
(注) １株当たり配当額には株式公開20周年特別配当10円を含んでおります。 

  

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計

期間の末日後となるもの 

該当事項はありません。 

  

(セグメント情報等) 

【セグメント情報】 

前第３四半期連結累計期間(自 平成23年１月１日 至 平成23年９月30日)及び当第３四半期連結累計期

間(自 平成24年１月１日 至 平成24年９月30日) 

当社グループは、モーター用巻線設備の開発、設計・製造、販売を行う単一のセグメントであるた
め、記載を省略しております。 

  

決議 株式の種類
配当金の総額 

(千円)
１株当たり 
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年３月30日 
定時株主総会 

普通株式 87,821 15.00 平成22年12月31日 平成23年３月31日 利益剰余金

決議 株式の種類
配当金の総額 

(千円)
１株当たり 
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年３月29日 
定時株主総会 

普通株式 117,074 20.00 平成23年12月31日 平成24年３月30日 利益剰余金
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(１株当たり情報) 

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。 

  

 
(注)  潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。 

  

(重要な後発事象) 

該当事項はありません。 

  

該当事項はありません。 

  

項目 (自 平成23年１月１日 
至 平成23年９月30日) 

前第３四半期連結累計期間
(自 平成24年１月１日 
至 平成24年９月30日) 

当第３四半期連結累計期間

１株当たり四半期純利益金額 46円55銭 40円23銭 

 (算定上の基礎)   

四半期純利益金額(千円) 272,494 235,472 

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 272,494 235,472 

普通株式の期中平均株式数（千株） 5,854 5,853 

２ 【その他】
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】 

該当事項はありません。 
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【表紙】  

【提出書類】 確認書 

【根拠条文】 金融商品取引法第24条の４の８第１項 

【提出先】 関東財務局長 

【提出日】 平成24年11月14日 

【会社名】 株式会社小田原エンジニアリング 

【英訳名】 Odawara Engineering Co.,Ltd. 

【代表者の役職氏名】 代表取締役社長 宮 脇 伸 郎 

【最高財務責任者の役職氏名】 該当事項はありません。 

【本店の所在の場所】 神奈川県足柄上郡開成町吉田島4289番地 

【縦覧に供する場所】 株式会社大阪証券取引所 

   (大阪市中央区北浜一丁目８番16号) 

  

  



当社代表取締役社長宮脇伸郎は、当社の第34期第３四半期(自 平成24年７月１日 至 平成24年９月

30日)の四半期報告書の記載内容が金融商品取引法令に基づき適正に記載されていることを確認いたしま

した。 

  

確認に当たり、特記すべき事項はありません。 

  

１ 【四半期報告書の記載内容の適正性に関する事項】

２ 【特記事項】
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